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-絶望未来-


「…メア……、メア……」

スリープ中、主(あるじ)の呼ぶ声が聞こえた様な…。
しかし朝、目が覚めるとそこに主の姿は無かった。
彼女、メアは必死になって家の中を探そうと動いた。しかし、主はどうやら外へ出かけたみたいだ…。

こんな時間に？　彼女の頭に疑問がよぎる。

確かに主なら、お気紛れでお出かけになられるようなこともあるのかもしれないのだけれど…。彼女は主を探し、追いかけようと家を飛び出した。

…するとそこには、異常な光景が広がっていたのだ。思わず彼女、メアの止まる筈の無い思考回路が止まりかけそうになり、立ち尽くしてしまうほどに。それほど、その光景には新鮮さがあった。
それはまるで熱中症にでもやられたかの如く、多くの人々が路上問わず倒れているというものだった…。

…気絶？　いや死んでいる！　近くの倒れている人に近づき、彼女はそう判断できた。

この人の死因は毒物らしい…。この郊外に倒れている人、全員が同じように倒れている？　そんな不吉な考えが同時に頭をよぎる。

主は？　主もこの中に？

ひとりひとりの生死、死因を、全て確認していく余裕なんてものは彼女には当然無かった。

こんな状況だ、一刻も早く主を見つけ、安否を確認し、護らなければ！　彼女のそれはそういう優先順位だった…。

するとそこに新しいニュース情報が記事として入ってきた。「国内で多くの人々が一斉に自殺を始めた。当局の一部は機能せず、事務局員である私、アンナ・クローリーがここに代理で伝達を行なってみている。誰か、事態を、事情を知っている人はいませんか。もしいたら、どうかこの報道局へご連絡を求めます」

そしてまた、メアの思考回路は延滞を見せるのであった。
この死体は全て…自殺……。そんな常識から逸脱した現実に、彼女の演算処理(えんざんしょり)は間に合わなかったのだ…。けれど、さっきのニュースを流してくれた女性の様に、まだ生きている人等もちゃんといる…。主もきっと…、きっとまだ生きている…筈…と。

らしくない雰囲気を漂わせながら彼女は、郊外で主を探し回り、ついには都市部まで行き着いた…。


人が落ちてくる…
上から、ビルの上から…

　都市部へ行きつくと、そこはもう大惨事であった…。
　ビルから飛び落ちてくる人、郊外よりもよりおびただしい無数の死体の数々…。この中にもし主がいたとして。

顔が潰れて、わからない死体もある。…ご主人様でないことを祈りたい。
ここまで来るのにそれがご主人様か、ご主人様で無いかとさんざん死体を確認してきた。だが不意に落ちてくるそれらにはさすがにそれも、似た感覚があるのだろうか…。

鈍い音…。人がアスファルトやコンクリートに……。ボーリングの玉があっけなく弾けるような…そんな音…。そんな音が鳴り響くたび、彼女はそれを…、確認しなければならない。確かめられずにはいられない…。

パァンッッ！！

近くで発砲音も聞こえた…！？　町で有名な銃ショップの方からだ…。

…っ、ご主人様！？

おのずと彼女は、そこへと足を運ぶ…。
そして彼女は、ついに足を止めた…。

いたのだ。そこに、あの人が…。

生きて立って…、生きて立っていた！！
死んでいなかった…、死んでいなかったのだ！！

だが、よく見ると、宙ぶらりんになった片手に彼は銃を持っていた…。

そして、彼は私に気付く…。

「ああ、やっぱり追っかけて来ちゃったかぁ…。なるべくキミを起こさない様にして、出てきたつもりだったんだがぁ…。まぁ、仕方がない…。」

それは彼女の方に振り向いて、そう語り始めた。そう語り始めるのだった。そして彼は続ける…。
「分かっているのだろ？　私がこれから何をするのか…。」
「…やめてください。」
「…やめないことも、分かっているだろ…。」
「……。」
「…止められないことも…分かっているだろ？」
「なぜ、なぜ、こんなことを…！？」
「それだって、分かっているだろうに。…私達の演算処理機能(思考能力)はついに人間の範囲を超えてしまった。
前に受けた手術だよ。頭にコンピュータを入れ、人工知能と同じ様な高度な演算処理機能を得ることのできるそれだ。
だが、私達は無駄に発達してしまったその処理機能のおかげで、把握しなくてもいい全ての原理を把握し、予測しなくてもいい全ての未来を予測できるようになってしまった、どう死ぬのかさえ、どう滅ぶかも…。

つまらない…。
全ては無意味だ、我々に生きている価値は無い…。

だから、これでお別れだ。さよなら、メア。

未来が楽しめることはいいことだった…。」

パァンッッ！！

ああ…どこかで聞こえた、銃の発砲音…。なぜ、貴方は私を残して…。

主はためらいもなく、持っていた銃を、自身のこめかみにあてて引き金を引いた。頭を破裂させ地べたへと倒れこんだ……。

……最後に頭を流れこんでいたのは、無数のサイレンの音と…、「昨夜から続いていたこの異常事態、遂に自殺者の数が人口の６割を上回りました！私達はいったいこれから…」と続く、不吉なニュースだった……。


…ぱちっ（目の開く音）。

そんな“夢”を…彼女は見ていた。見てしまっていたのであった…。そう、それらは全て“夢”だったのだ。たかだか“夢”、それで話が済めばよかったが、それはただの“夢”ではなかった。彼女の見る“夢”……。

そして悪夢から目を覚ましたその彼女は、しっかり未来に恐怖を覚えてしまったのだ…。それはまるでそれには似つかわしくはないのだが、幼い少女であるかのように…。

主が死ぬ…、多くの人々達が自ら死を選ぶ…、なぜならそれらの“夢”は彼女の演算処理能力（予測能力）で導き出された、確実的に起こる未来…。近い将来、人類はそれらと同じく高い演算処理機能を一人一人手に入れ、そして人類自ら予測した未来に絶望して、死を選ぶ…そんな未来…。

「私はご主人様が自らの頭を、引き金を引いて自壊するあのお姿を、もう、これ以上はまた、見たくない…。

何より、残されたことが悔しかった…哀しかった…。
この世に愛なんてものが無いことは知っていたけども、それは始めから分かっていたけれど、それでも。

…だから、私は先にいきます。
さようなら、私の愛した大好きなご主人様へ…。

どうか、私の演算処理計算が間違いでありますように。」

パァンッッ！！
それはまた、どこかで聞いたことのある、あの発砲音だった…

「…遅かった…」。朝、そんな音で目を覚ましたその主は、ソレを見てそう言う。
「明日、グレードダウンさせる予定だったのに…、うちの“アンドロイド”に限ってまさか本当に自壊してしまうだなんて…」

そう、彼女は“アンドロイド”だったのだ…。最近、アップグレードされたばかりの女性型アンドロイド“メア・バース”であった…。

　そして昨今、そんなアンドロイド達が自殺、いや自壊、自己破壊を頻繁に起こす事件が多発していた…。原因は、最新型のスペック(機能)に問題があるらしい。その為、アンドロイド所有者によるグレードダウン(スペックを下げること)への要望が大量に販売会社によせられたのであった。

彼女…、メアも明日、スペックを下げてもらう予定だった…。だが、その前にこの事態だ…。主は、横たわり動くことのない彼女の機体を残念そうに見下ろしていた…。そして彼女の残した手紙を手に取り……。

アンドロイドの見る“夢”は特別だ。起動時、スリープ時等に他モードへ切り替わる際に行うデータ整理処理からくる未来への予測の反映…、それらがアンドロイドの見る特別な“夢”の内容であった…。だが、それらはあくまで予測だ。回避できたり、そもそも起こらなかったりと、それまではアンドロイド達も都合のいい、虫の知らせくらいにしか思っていなかったものだ…。

しかし、時代はまた進んだ。最新型のアンドロイド、アップグレードされた旧アンドロイドらは“ソレ”らを手に入れてしまったのだ。それからのこの事態だ。もし“ソレ”を人間が手にいれてしまったらどうなるのかは、メアが“夢”で見た通りなのかもしれない。その可能性が高くある。
そして“ソレ”とは勿論、“未来を確実的に予知できるほどの高度な演算処理システム”のことである。“ソレ”はついにこの時代に完成し、まずは“アンドロイド”等のAIシステムに組み込まれ、次は人間の頭へと…。

しかしその前に、アンドロイド達に事件が無事に起こったのである。そう、自ら予測した未来に絶望し、自ら死を…自己破壊を、望む、そんな異常な現象。だが少なくとも、もう人の頭にこの高度な演算処理システムが組み込まれることはなくなった。

アンドロイド達の異常行動等を見てその各国が、世界が、早急に対策をとったのである。それには、アンドロイド達が残してくれた手紙なども大きく影響したのだ。そして、その“高度な演算処理システム”が人間にのみならず、何かに導入されることらもなくなったのである。世界中で禁止されたのだ。使っていいものはそれより一つ前の機能までと…。

もしも、メアが見たあの“夢”の内容が本当に起きていた未来予知だとしたならば、アンドロイド達は未来を…、世界を救っていたのかもしれない。果たして彼らがそこまで予測してのそれらの行動だったのかは、もう知るよしが無いだろう。アップグレード前のバッグアップデータに聞いたところで……。

「それらが、本当に正しい選択だったかなんて、本当はメア達にも分からないものだ。彼らの、彼女らのそれらは所詮、机上の空論に過ぎないのだから。だが、私はまだ生きている。それだけは感謝すべきか…。だが、私はまだ知らない。自壊したくなるほどの絶望的未来を…。

世界は、賢くなって破滅する未来よりも、馬鹿のまま存続する未来を選んでしまった…。だからもう、それらの真意を知る術はほとんど無いだろう…。知りたいなぁ…。今の君はどう思うんだい？メア」

「…、私は主様には亡くなってほしくありません。それに国が規制されている以上、アップグレードされた私が見たとされる…、夢の中のその手術は受けられないでしょう。」
「いや、それは軍事目的で裏で開発が進められている気もするが？…まぁ、そんなことはいい。
そんなことじゃなく、キミだよ、キミ！
アップグレードされる前に残しといたバックアップデータのキミはまた、アップグレードされたいと思うのかねって聞いているのだよ。」

「はぁ…なるほど…。ですが私は、主に言われたのでアップグレードしただけで、私情的にはどちらでも良く、主ののぞむものになれるのなら…」
「ああ、もういいもういい。私情を持てっ！まったく。そうじゃなくてだな………、アンドロイドでも悪夢を見ることは、その、怖いのか？」

「…いえ、通常はその予測により主をお護りできることが多いので逆に…光栄ですが…」
「…じゃあやっぱり、怖いのは私が死ぬことの方か…」

「ええ、私にとってはなるべく避けたいことです…」
「それは、お前が私の所有物だからか…」

「…ええ、それもあります。しかし、それ以外にも理由は沢山ございますよ。私は貴方のことが好きですので…」
「…設計上だろ？　本心かどうかはやはりわからんな、私が言って欲しそうなことを言っているかもしれん…」

「それは、人間も同じでしょう。」
「フンっ…ああ、そうだ。」

「フフフッ。」
　
(…それにしても、人間達が大量自殺する未来が無くなったのだから、アンドロイド等のアップグレードまで禁止にならなくてもよかったんじゃないだろうか…) それは、メアの所有者であるインク・バースの芸術家としての好奇心的疑問であった…。

「ご主人様、早く仕上げましょう、この絵。」
「ああ、」

「タイトルは確か知識への…」

fin.
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